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The purpose of this study is to identify the characteristics of people who do not reduce their self-
esteem, even when receiving negative feedback about their inferior performance within a group.  Study 
1 with 182 college students focuses on collective self-esteem.  Its results indicate that state self-
esteem declines when individuals are inferior within a group regardless of the level of collective self-
esteem.  Study 2 with 173 focuses on social comparative orientation.  Similarly, its results indicate 
that state self-esteem declines when individuals are inferior within a group regardless of the level of 
social comparative orientation.  However, when comparing the lowly ranked members within a group, 
individuals with low orientation for social comparisons exhibited higher state self-esteem than those 
with high orientation for social comparisons.  These findings suggest that not comparing oneself with 
others can prevent reductions in self-esteem when individuals are lowly ranked within high-level 
groups.
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人のパフォーマンスに影響を及ぼすものは，本人
の能力だけではない。周りの環境，すなわち，その
人の属する集団のレベルも同様に影響する。例えば，
学校成績が同程度の生徒がいたとする。そのうち一
方の生徒が，レベル別クラスの上のクラス，もう一
方の生徒が，下のクラスに所属すると，その後の生
徒の成績は異なることが予想される。また，学業場
面以外でも同様のことがいえる。例えば，習い事な
どでも，通う教室のレベルの選択によって，本人が
周りから受ける影響に大きな差が見られると考えら

れる。通常，人は，レベルの高い集団に所属するこ
とを望む場合が多い。しかし，レベルの高い集団に
所属すれば，必然的に自分よりレベルの高い人との
比較にさらされることになる。
周りの他者との比較は社会的比較といい，自分よ
りレベルの高い者との比較を上方比較，自分よりレ
ベルの低い者との比較を下方比較という（Festinger, 
1954）。先行研究で，上方比較のネガティブな影響に
関して検討されている。例えば , Dickhäuser & Galfe

（2004）は，試験成績の良い生徒との上方比較は，生
徒の学業的自己概念にネガティブな影響をもたら
し，試験で成績が悪い生徒との下方比較は，ポジ
ティブな影響をもたらすことを示した。Myungsuh & 連絡先：✉mtoyama@human.tsukuba.ac.jp（外山美樹）
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Yoon（2019）は，上方比較は，悪性妬み感情につな
がり，最終的には孤独感につながることを明らかに
した。悪性妬みとは，強いいらつきを含み，優れた
他者を傷付けるような行動につながる妬みのこと
で，良性妬みとは，自分の行動の改善につながる妬
みのことである（中井・沼崎，2018）。また，Lewis

（2019）も上方比較は悪性妬み感情と結びつき，結果
として自尊心の低下につながることを明らかにして
いる。日本の研究でも，自分より優れた他者との比
較により状態的な自尊心が低下することが示されて
いる（礒部・浦，2002）。
しかし，自分より優れた他者との比較で必ずしも
自尊心が低下するわけではない（礒部・浦，2002）。
Tesser（1988）は，上方比較には，優れた他者と自
分を比較しネガティブな結果へとつながる比較過程
と，優れた他者を自己を表象するものとして捉えポ
ジティブな結果へとつながる反映過程があると明ら
かにした。ここから，上方比較により，どちらの影
響を受けるかに関わる調整要因の存在が考えられ
る。そこで，本研究では，レベルの高い集団で受け
る否定的な影響を調整する 2つの要因に着目する。
まず 1つ目は，「集団的自尊心（collective self-

esteem）」である。集団的自尊心とは，自分の所属
集団に対し誇りを持つこと（Luhtanen & Crocker, 
1992）で，社会的アイデンティティの強さとその望
ましさ，内集団びいきを示す傾向の強さと関連して
いる（渡辺，1994）。集団的自尊心が高いことのポジ
ティブな影響については，先行研究で多く示されて
きた。例えば，Gardner, Gabriel, & Hochschild（2002）
は，集団的自尊心が高く，上方比較の相手が自己の
一部として解釈されるとき，相手を祝福するように
なることを示した。また，Yu, Zhou, Fan, Yu, & Peng

（2016）は，集団的自尊心の向上が，自尊心の向上に
結び付き，幸福感を高めることを明らかにした。さ
らに，McFarland & Buehler（1995）は，集団的自尊
心の高い人は，集団内で自分が劣っていて周りが優
れているという状況に置かれてもネガティブな感情
を抱かず，自身の能力に対する評価も低下させない
ことを示した。このため，上述した，集団的自尊心
が高い人は，集団の成員が自分より良い結果を収め
たとしても自分に対して好意的な感情を抱き，上方
比較のネガティブな影響を受けにくくなると考えら
れる。
2 つ目は，「社会的比較志向性（social comparison 

orientation）」である。社会的比較志向性とは，社会
的比較を行う程度のことであり（Gibbons & Buunk, 
1999），「自己への意識の活性」，「他者への関心の高
さ」，「ネガティブな感情の高さや自己評価の低さ」

が社会的比較志向性の高さに関連する（Buunk & 
Gibbons, 2006）。そもそも，上方比較によるネガティ
ブな影響は，周囲の成績と自らの成績を比較するこ
とから生じるものであり，普段から周りとの比較を
行わない人，すなわち，社会的比較志向性の低い人
は，上方比較のネガティブな影響を受けにくいので
はないかと考えられる。Ludtke, Koller, Marsh, & 
Trautwein（2005）は，中学生の担任が成績のフィー
ドバックを個人内の継時的比較に基づいて行うと，
生徒の学業に対する自信が低下しない一方で，他者
との比較によりフィードバックを行うと，学業に対
する自信が低下することを明らかにした。さらに，
社会的比較志向性の高い人は，上方比較によってネ
ガティブな感情を経験することが明らかになってい
る（Bunnk, Zurriaga, Peiro, Nauta, & Gosalvez, 
2005）。以上のことから社会的比較志向性の低い人
は，上方比較によるネガティブな影響を受けにくく，
レベルの高い集団内での自尊心の低下を防げるので
はないかと考えられる。
よって，本研究では，「集団的自尊心」（研究 1）
と「社会的比較志向性」（研究 2）に着目し，これら
が，自分が集団内で劣っているという状況に置かれ
た際の自尊心を調整するのかどうかを検討すること
を目的とする。本研究では，次のような方法で調査
を行う。まず，調査対象者に対し，場面想定法を用
い，学力テストを受けその結果を見た場面を想像し
てもらう。その後，テストの点数自体は全員同じで
あるものの，半分の人には所属集団の平均点を自分
が上回っていたという肯定的フィードバック，もう
半分には所属集団の平均点を自分が下回っていたと
いう否定的フィードバックを与える。最後に，状態
的自尊心（フィードバック直後の自尊心）を測定す
る。そして，集団的自尊心や社会的比較志向性の程
度と，フィードバックの種類（肯定，否定）が，状
態的自尊心にどのように影響するのかを検討する。
本研究の仮説は，以下の通りとした。まず，研究
1において，否定的なフィードバックを受けた条件
における集団的自尊心の高い人は，集団的自尊心の
低い人と比べて，状態的自尊心が低下しない，すな
わち，上方比較のネガティブな影響が緩和されると
考えた。なお，肯定的フィードバック条件に関して
は，McFarland & Buehler（1995, study2）の実験で，
集団的自尊心の高低に有意な差はないという結果が
報告されていることから，本研究でも同様の結果に
なると予測した。
研究 2では，否定的フィードバック条件において
は，周囲との比較をあまり行わない社会的比較志向
性の低い人は，高い人に比べて，状態的自尊心が低
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下しないという仮説を立てた。一方，肯定的フィー
ドバック条件においては，他者との比較を頻繁に行
う社会的比較志向性の高い人は，周りと比べて自分
ができていたという事実を誇りに思うと考えられる
ため，社会的比較志向性が低い人に比べて，状態的
自尊心が高くなると予測した。

研 究  1

目的
集団的自尊心が高いと，自分が集団内で劣ってい
るというネガティブなフィードバックを受けた場合
の状態的自尊心が低下しにくくなるかどうかを検討
する。

方法
調査対象者と調査時期　埼玉県内の大学の大学生
に対して，2018年 6 月中旬の講義時間中に質問紙調
査を行った。調査対象者全員に対し，回答は任意で
あること，データは統計的に処理され個人が特定さ
れることはないこと，回答の有無が講義の成績に影
響しないことを伝えた。その結果，185名から回答
を得た（男性56名，女性129名）。調査対象者の平均
年齢は19.82歳（標準偏差1.16）であった。

質問紙　（ 1）集団的自尊心；渡辺（1994）の日
本語版集団自尊心尺度の下位尺度である「同一化」
と「成員性」を使用した。項目内容の「自分が所属
している様々な社会集団」，「自分が分類されている
様々な社会集団」といったワーディングを，本研究
では，実際に調査を行った大学名へ変更して使用し
た。同一化の項目は，「自分が○○大学の一員であ
るということは，わたしの自己イメージを形成する
重要な要素となっている」など 4項目，成員性の項
目は「わたしは，○○大学の価値ある一員だ」など
4項目，計 8項目であった。それぞれの項目につい
て，「全くそう思わない（ 1 点）」から，「非常にそ
う思う（ 7 点）」まで， 7 件法で回答を求めた。
（ 2）状態的自尊心；阿部・今野（2007）の日本語
版状態自尊心尺度を使用した。「いま，自分は人並み
に価値のある人間であると感じられる」などの 9項
目に対して，「全くそう思わない（ 1 点）」から，「と
てもそう思う（ 5 点）」まで， 5 件法で回答を求め
た。

手続き　まず，（ 1）の集団的自尊心を測定する
質問項目への回答を求めた。その後， 1 分間，調査
対象者全員に，大学生を対象にした学力テストを受
け，その結果を見た場面を想像してもらった。調査
対象者を，肯定的フィードバック条件（n＝96）と

否定的フィードバック条件（n＝89）にランダムに
割り当てた。全員が学力テストで100点中60点を取っ
たということになっているが，肯定的なフィード
バック条件では「あなたの点数60点，○○大生の平
均点45点，○○大生の最高点70点，○○大生の最低
点20点」と記載されていた。一方で，否定的なフィー
ドバック条件では「あなたの点数60点，○○大生の
平均点75点，○○大生の最高点100点，○○大生の
最低点50点」と記載されていた。なお，これらの点
数が記載されているページには，自分の相対的位置
づけを視覚的に把握できるように，同じテストを受
けた大学生の得点の分布表と，その分布表内での自
分の位置を記載した。 最後に（ 2）の状態的自尊
心を測定する質問項目への回答を求めた。

結果
まず，集団的自尊心得点のCronbachのα係数を算
出したところ，.81であった。そこで， 8 項目の平均
値（SD）を求めたところ，3.72（0.97）であった。そ
の後，集団的自尊心得点の平均値に基づき，集団的
自尊心高群（n＝81，M＝4.59，SD＝0.52）と集団的
自尊心低群（n＝104，M＝3.04，SD＝0.63）を設定
した。なお，集団的自尊心高群と低群の間に，集団
的自尊心得点に有意差がみられるかどうか t検定を
行ったところ，有意な差がみられた（t（184）＝17.83，
p＜.05，d＝2.67）。
次に，フィードバックの種類（肯定的，否定的）

と集団的自尊心（高，低）を独立変数とし，状態的
自尊心得点（M＝3.27，SD＝0.98，α＝.95）を従属
変数とする 2要因分散分析を行った（Figure 1）。そ
の結果，フィードバックの種類の主効果のみが有意
であり（F（1,181）＝138.19，p＜.001，ηp

2＝0.43），
肯定的フィードバック条件（M＝4.00，SD＝0.50）の
ほうが， 否定的フィ ードバック条件（M＝2.61， 
SD＝0.92）よりも状態的自尊心が高かった。一方，
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肯定的フィードバック 否定的フィードバック

状
態
的
自
尊
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得
点

集団的自尊心高群

集団的自尊心低群

Figure 1. フィードバックの種類×集団的自尊心
の状態的自尊心得点の比較（研究 1）。
注）エラーバーは標準偏差を表す。
***p＜.001
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集団的自尊心の主効果（F（1,181）＝138.19，n.s.，  
ηp

2＜.001），ならびに，交互作用（F（1,181）＝138.19，
n.s.，ηp

2＜.001）は有意ではなかった。

考察
研究 1の結果より，フィードバックの種類の主効
果のみが見られ，否定的フィードバックを受けた人
の方が肯定的なフィードバックを受けた人よりも，
状態的自尊心が低かった。この結果は，礒部・浦

（2002）の上方比較により，状態的自尊心が低下する
という結果と一致している。
一方で，集団的自尊心とフィードバックの種類の
交互作用は有意にならなかった。よって，仮説は支
持されなかった。このような結果になった原因とし
て考えられるのは，集団的自尊心の影響よりも，上
方比較のネガティブな影響のほうが大きかったとい
うことである。Marsh, Kong, & Hau（2000）は，学
業水準の高い集団に所属した際，優れた集団と自分
を同一視するポジティブな栄光浴効果と，優れた集
団と自分を比較するネガティブな比較効果のどちら
が大きいかを直接比較した。結果として，比較効果
の方が大きいことが分かっている。本研究でもレベ
ルの高い集団成員への結びつきよりも，レベルの高
い集団成員とのネガティブな比較の影響の方が大き
かったと考えられる。そのため，集団的自尊心は調
整変数とならず，フィードバックの主効果のみが見
られたと考えられる。
なお，肯定的フィードバック条件においては，集
団的自尊心の高低で状態的自尊心に差は見られず，
仮説が支持された。 この結果は，McFarland & 
Buehler（1995，study2）と同じ結果である。肯定的
フィードバックの中には，自らが集団内で優れてい
るというポジティブな内容が含まれているが，逆に
言えば，自らの所属集団が劣っているというネガ
ティブな情報も含まれている。そのため，所属集団
を誇りに思う集団的自尊心の高い人にとっては自ら
の所属集団が劣っているという事実がネガティブに
作用する可能性も考えられた。McFarland & Buehler

（1995）は，集団的自尊心の高い人は，自分がレベル
の低い集団で優れているときには自分に焦点を当て
ることを明らかにしている。一方，自分がレベルの
高い集団で劣っているときには，集団に焦点を当て
ることを明らかにしている。そのため，本研究でも，
集団的自尊心の高い者は，レベルの低い集団内で自
分が優れているというフィードバックを受けた際，
自分に焦点を当て，自尊心を向上させていたと考え
られる。

研 究  ₂

目的
社会的比較志向性が低いと，自分が集団内で劣っ
ているというネガティブなフィードバックを受けた
場合の状態的自尊心が低下しにくくなるかどうかを
検討する。

方法
調査対象者と調査時期　埼玉県内の大学の大学生
に対して，2018年10月中旬の講義時間中に質問紙調
査を行った。調査対象者全員に対し，回答は任意で
あること，データは統計的に処理され個人が特定さ
れることはないこと，回答の有無が成績に影響しな
いことを伝えた。その結果，173名から回答を得た

（男性32名，女性141名）。調査対象者の平均年齢は
19.32歳（標準偏差1.01）であった。なお，この調査
対象者は研究 1とは異なる対象者である。

質問紙　（ 1）社会的比較志向性；外山（2002）
の社会的比較志向性尺度を使用した。 5 件法， 7 項
目であり，「自分の親しい人の状況と他人の状況を
よく比べる」，「他人のやり方と比べて自分のやり方
はどうであるか いつも気にしている」などの 7項
目それぞれに対して，「全くそう思わない（ 1 点）」
から，「とてもそう思う（ 5 点）」まで， 5 件法で回
答を求めた。
（ 2）状態的自尊心；研究 1と同様の尺度を用い
た。

手続き　まず，調査参加者全員に，（ 1）の社会
的比較志向性を測定する質問項目への回答を求め
た。その後の手続きは，研究 1と同様に行った。

結果
まず，社会的比較志向性のCronbachのα係数を算
出したところ，.79であった。その後，社会的比較志
向性得点の平均値（M＝3.49，SD＝0.71）に基づき，
社会的比較志向性高群（n＝92，M＝4.03，SD＝0.38）
と社会的比較志向性低群（n＝81，M＝2.88，SD＝
0.45）を設定した。なお，社会的比較志向性高群と
低群の間に，社会的比較志向性得点に有意差がある
かどうか，t検定を行ったところ，有意差がみられた

（t（171）＝18.17，p＜.001，d＝2.73）。
次に，フィードバックの種類（肯定的，否定的）

と社会的比較志向性（高，低）を独立変数，状態的
自尊心得点（M＝3.09，SD＝0.95，α＝.93）を従属
変数とする 2要因分散分析を行った（Figure 2）。そ
の結果，フィードバックの種類の主効果（F（1,169）
＝163.49，p＜.001，ηp

2＝0.43），社会的比較志向性
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の主効果（F（1,169）＝15.54，p＜.001，ηp
2＝0.04）が

ともに有意であった。さらに，フィードバックの種
類×社会的比較志向性の交互作用も有意であった 

（F（1,169）＝23.92，p＜.001，ηp
₂＝0.14）。

交互作用が有意であったため，単純主効果の検定
を行ったところ，社会的比較志向性高群においても

（F（1,169）＝170.23，p＜.001，ηp
2＝2.26），低群にお

いても（F（1,169）＝28.80，p＜.001，ηp
2＝0.96），肯

定的フィードバックを受けた人より否定的フィード
バックを受けた人の方が有意に状態的自尊心得点が
低かった。また，否定的フィードバック条件におい
て，社会的比較志向性の単純主効果が有意であり 

（F（1,169）＝46.07，p＜.001，ηp
₂＝1.07），社会的比較

志向性の低い人は有意に状態的自尊心得点が高かっ
た。

考察
否定的フィードバック条件において，社会的比較

志向性低群が高群より，状態的自尊心が高いという
結果となり，仮説が支持された。社会的比較志向性
得点と自尊感情得点の間には負の相関があることが
明らかになっている（外山，2002）。すなわち，社会
的比較志向性が低ければ，自尊感情が高くなるとい
うことである。よって，もし自らが集団内で劣って
いるという状況に置かれるのであれば，周囲との比
較を行わないことによって，自尊心の低下を防ぐこ
とができると言えるだろう。
一方，肯定的フィードバック条件においては，社
会的比較志向性低群と高群の間に，状態的自尊心の
有意差は見られず，仮説は支持されなかった。先行
研究では，他の人よりも優れていると，自分自身に
ついてよりよく感じるという結果が，数多く示され
ている（Taylor & Lobel, 1989; Wheeler & Miyake, 
1992; Wills, 1981）。そのため，社会的比較志向性の
低さよりも，自分が集団内で優れているという結果

の影響が大きく作用したと考えられる。よって，他
者との比較をよくする，しない，にかかわらず，集
団の中で自分が優れているという事実は，自尊心の
向上につながると言えるだろう。

全体考察

研究 1では，「集団的自尊心」という概念に着目
し，調査を行った。この研究では，集団的自尊心の
高い人は，レベルの高い集団内で自らが劣っている
状況に置かれても自尊心が低下しないのではないか
という仮説を立てた。しかし，集団的自尊心の高さ
にかかわらず，自らが集団内で劣っている状況に置
かれれば自尊心が低下するということが明らかにな
り，集団的自尊心の高さが上方比較から受ける影響
を調整するとは言えなかった。研究 2では，「社会的
比較志向性」という概念に着目し，調査を行った。
その結果，社会比較志向性の高い群，低い群，両群
において，優れた集団内で自分が劣っている状況で
は，自尊心が低くなった。しかし，その優れた集団
内で劣っているという状況内で比較した際，社会的
比較志向性の低い人は，高い人に比べて自尊心が低
下しにくいということが明らかになった。この結果
から，社会的比較志向性の高低にかかわらず，レベ
ルの高い集団に入れば自尊心が低下することは避け
られないが，もしそのような場合，他者との比較を
あまり行わないことで自尊心の低下を緩和できると
考えられる。
本研究の結果を踏まえて，レベルの高い集団内で
ネガティブな影響を受けにくくするための対策につ
いて述べるとすれば，まずは自らが周囲との比較を
あまり行わないように心がけることである。または，
成績のフィードバック時に他者との比較をしにくい
ような環境を整えることも有効であると考えられ
る。例えば， 成績のフィードバック時に，Ludtke et 
al.（2005）の調査でも挙げられていたような，他者
との比較ではなく，個人内比較を用いることは有効
であると考えられる。もちろん，研究 1でも研究 2
でも示されていたように，集団内で自分が優れてい
るという状況に置かれれば，自尊心の低下を心配す
る必要はない。しかし，時に，自分よりも優れた人
の多い集団に所属しなければならない時もあるだろ
う。もし，そのような集団に所属することになった
場合，社会的な比較をあまり行わないようにするこ
とで，上方比較のネガティブな影響を受けにくくす
ることができると考えられる。
最後に，本研究の限界点を述べる。まず，調査実
施時に実際のフィードバック場面ではなく，仮想的

1

2

3

4

5

肯定的フィードバック 否定的フィードバック

状
態
的
自
尊
心
得
点

社会的比較志向性高群
社会的比較志向性低群

Figure 2．フィードバックの種類×社会的比較志
向性の状態的自尊心得点の比較（研究 2）。
注）エラーバーは標準偏差を表す。
***p＜.001
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なフィードバック場面を用いたことである。今後は，
実際場面においての集団内での自分の位置づけや，
その後の影響について調査をする必要があるだろ
う。また，今回は，学業場面を用いて調査を行った
が，学業という領域が結果に影響した可能性が考え
られる。伊藤（1999）は，西欧文化圏の人は，知的
能力の領域において，自分を平均以上だと評価する
傾向があること（平均以上効果）を明らかにしてい
るが，日本人に関しては明らかになっていない。こ
の平均以上効果の有無が自尊心に影響するとも考え
られる。本研究では，先行研究の多くで学業場面が
用いられていたため，学業場面を採用した。今後は
対象とする領域についても検討を行う必要がある。
最後に，本研究では，従属変数を状態的自尊心とし
て検討を行ったが，自尊心の変化がその後どのよう
な影響を及ぼすかについては調査をしていない。
Marsh（1991）は，集団内で下位に位置づけられた
後，自尊心の低下以外にも，学習意欲の低下や，成
績そのものの低下につながることも明らかにしてい
る。しかし，これにも個人差があると考えられる。
例えば，集団内で下位に位置づけられた場合，危機
感を覚え学習意欲を高める人，あるいは，自分の力
ではどうにもならないと無力感を覚え学習意欲を低
下させる人，両方が考えられる。自尊心の低下や上
昇が，その後，パフォーマンス自体にどのような影
響を及ぼすのか，この点についてもさらなる検討が
必要である。
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